
p. 1 

１）ごみ計画処理量 

 

項目 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ その他 計

１．生活系ごみ 11,377   525      1,024    91       -        13,017   

２．事業系ごみ 3,932    21       2,898    6        -        6,857    

計 15,309   546      3,922    97       -        19,874   
 （単位ｔ） 

※「資源ごみ」に集団回収量（148ｔ）は含まず 

  

可燃ごみ

77%

不燃ごみ

3%

資源ごみ

20%

粗大ごみ

0%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

その他

－ 前年度比較 － 

【全  体】 合  計  1,383ｔ↑ 
 

【生活ごみ】 合  計  1,037ｔ↑ 

        可燃ごみ   687ｔ↑ 

        資源ごみ   600ｔ↑ 
 

【事業ごみ】 合  計   346ｔ↑ 

        可燃ごみ   250ｔ↓ 

        資源ごみ   617ｔ↑ 
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２）資源化状況 

 

項目 紙類 金属類 ガラス類 ペットボトル その他 計

１．集団回収 132 14 1 - 1 148 

２．直接資源化 2,938 20 6 37 18 3,019 

３．処理施設 279 392 396 47 1,101 2,215 

計 3,349 426 403 84 1,120 5,382 
（単位ｔ） 
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－ 前年度比 － 

【全  体】 全体合計  875ｔ↑ 
 

       資源化率  2.8％↑ 
 

【集団回収】 合  計   91ｔ↓ 
 

【直接資源化】合  計  620ｔ↑ 
 

【処理施設】 合  計  346ｔ↑ 
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３） ごみ種別・年度の推移 

 

家庭系 事業系 家庭系 事業系 家庭系 事業系 家庭系 事業系 家庭系 事業系

H28 10,605 3,428 627 48 937 964 144 26 12,313 4,466 

H29 10,660 4,291 647 44 919 1,498 142 22 12,368 5,855 

H30 10,647 4,152 657 48 853 2,454 178 18 12,335 6,672 

R1 10,690 4,182 672 41 424 2,281 194 7 11,980 6,511 

R2 11,377 3,932 525 21 1,024 2,898 91 6 13,017 6,857 

５．計

年度

１．可燃ごみ ２．不燃ごみ ３．資源ごみ ４．粗大ごみ

（単位ｔ）     

※「資源ごみ」に集団回収量は含まず 
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【ごみ種別・年度の推移_グラフ】 

１．可燃ごみ         ２．不燃ごみ 

     

３．資源ごみ         ４．粗大ごみ  

    

10,605 10,660 10,647 10,690 11,377 

3,428 4,291 4,152 4,182 3,932 

 -

 2,000

 4,000

 6,000

 8,000

 10,000

 12,000

 14,000

 16,000

H28 H29 H30 R1 R2

１．可燃ごみ 家庭系 １．可燃ごみ 事業系

627 647 657 672 

525 

48 44 48 41 

21 

 -

 100

 200

 300

 400

 500

 600

 700

H28 H29 H30 R1 R2

２．不燃ごみ 家庭系 ２．不燃ごみ 事業系

937 919 853 
424 

967 

964 
1,498 

2,454 

2,281 

2,898 

 -

 500

 1,000

 1,500

 2,000

 2,500

 3,000

 3,500

 4,000

 4,500

H28 H29 H30 R1 R2

３．資源ごみ 家庭系 ３．資源ごみ 事業系

144 142 
178 194 

91 

26 22 

18 
7 

6 

 -

 50

 100

 150

 200

 250

H28 H29 H30 R1 R2

４．粗大ごみ 家庭系 ４．粗大ごみ 事業系



p. 5 

【各指標_年度別の推移】 

年度
総排出量
（ｔ）

一人1日
ごみ量（g）

資源化率
集団回収量
（ｔ）

人口
（人）

H28 16,779       881 20.92% 225 52,170

H29 18,223       963 22.00% 286 51,822

H30 19,007       1,015 26.00% 229 51,298

R１ 18,730       1,016 24.80% 239 50,525

R２ 20,022       1,098 26.88% 148 49,950  

  ※総排出量に集団回収量含む。 事業系資源ごみ（2,889ｔ）を除くと 17,133ｔ（一人 1 日ごみ量 939ｇ） 

参考）比較１ 小美玉市一般廃棄物処理基本計画（改訂版） 令和２年３月 

【一人 1 日ごみ排出量】      （単位：ｇ）   【資源化率】 

項目 Ｒ２
計画現況
(H29)

計画目標
(R17)

項目 Ｒ２
計画現況
(H29)

計画目標
(R17)

家庭系ごみ 658 605 440 資源化率 26.9% 22.0% 27%

事業系ごみ 217 230 188

計 875 835 628  

※資源ごみを除く 



p. 6 

４） し尿等処理状況_年度別の推移 

湖北環境 茨城地方 湖北環境 茨城地方

小川・玉里 美野里 小川・玉里 美野里

H28 1,422     1,104     2,526    6,867     5,351     12,218   14,744   

H29 984       1,059     2,043    7,175     6,022     13,197   15,240   

H30 812       946       1,758    7,040     5,883     12,923   14,681   

R1 935       869       1,804    7,174     5,996     13,170   14,974   

R2 734       828       1,562    7,924     5,947     13,871   15,433   

項目

生し尿 浄化槽汚泥
C.合計
( A+B )A. 小計 B. 小計

（単位㎥） 
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５）－１ 処理経費_ごみ 

・近年，運営費に加え，建設事業に関する多額の経費を要している 

年度 合計 うち運営費 うち建設費 受益者負担額 受益者負担率 

H28 ３億9,855万 ３億5,905万 3,950万 4,676万 11.74％ 

H29 ４億3,375万 ３億6,482万 6,893万 4,669万 10.76％ 

H30 ５億2,398万 ３億6,736万 １億5,661万 4,730万 9.03％ 

R1 １５億 640万 ３億6,289万 １１億4,350万 5,473万 3.63％ 

R2 １８億9,013万 ３億2,015万 １５億6,997万 5,026万 2.66％ 

５）－２ 処理経費_し尿 

 

年度 合計 うち運営費 うち建設費 

H28 １億2,990万 １億2,990万 ―  

H29 １億3,935万 １億3,935万 ―  

H30 １億4,357万 １億4,357万 ―  

R1 １億5,205万 １億5,205万 ―  

R2 １億5,307万 １億5,307万 ―  

・し尿処理施設も今後建設事業が予想され，多額の経費負担が課題となる 


